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９
月
25
日
、
第
１
８
９
通
常
国
会
は
衆

参
両
院
本
会
議
で
閉
会
中
審
査
手
続
き
が

行
わ
れ
、
27
日
の
会
期
末
を
前
に
事
実
上

閉
幕
し
、
社
会
福
祉
法
等
一
部
改
正
法
案

は
参
院
本
会
議
に
て
継
続
審
査
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
紙
で
は
、こ
の
法
改
正
に
至
っ
た〝
社

会
福
祉
法
人
制
度
改
革
（
以
下
「
改
革
」）〟

の
概
要
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

全
国
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
は
全
体

で
１
９
，
６
０
０
余
か
所
に
上
り
、
福

祉
八
法
が
改
正
さ
れ
た
平
成
２
年
度
末

（
１
３
，
４
０
０
か
所
）
に
比
べ
、
46
％

増
加
し
、
う
ち
福
祉
施
設
を
経
営
す
る
法

人
は
１
７
，
２
０
０
か
所
と
全
体
の
ほ
ぼ

９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。（
本
県
に
お
い

て
は
、
総
数
２
０
０
余
か
所
、
う
ち
後
者

は
１
９
０
余
と
、
そ
の
割
合
は
全
国
と
ほ

ぼ
同
様
で
す
（
い
ず
れ
も
平
成
25
年
度
末

現
在
））。

　

昭
和
26
年
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
が
創

設
さ
れ
て
以
降
、
60
余
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
法
的
な
裏
付
け
や
制
度
が
確
立

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
25
年
９
月
、
厚

生
労
働
省
（
以
下
、「
厚
労
省
」）
内
に
田

中 

滋
（
慶
應
大
学
名
誉
教
授
）
氏
を
座

長
と
す
る
「
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
等

に
関
す
る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
以
降

12
回
に
わ
た
る
議
論
の
末
、
平
成
26
年
７

月
に
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
こ
れ
を
受
け
、同
じ
く
同
省
に
置
く「
社

会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
（
座
長　

田
中 

滋
氏
）」
に
て
同
年
８
月
か
ら
14
回
に
わ

し
、
運
営
財
源
が
確
保
さ
れ
る
以
前
も
含

め
、
永
き
に
亘
り
、
社
会
福
祉
法
人
は
我

が
国
の
社
会
福
祉
を
支
え
て
き
ま
し
た

が
、
家
族
形
態
等
の
変
容
や
少
子
高
齢
化

等
に
伴
う
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
の
増
大
な

ど
に
対
応
す
べ
く
、
創
設
か
ら
50
年
を
経

た
平
成
12
年
（
社
会
福
祉
構
造
改
革
）
を

境
に
、社
会
福
祉
事
業
の
様
々
な
分
野
で
、

多
様
な
供
給
主
体
の
参
入
が
図
ら
れ
、
今

日
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
の
隅
々
に

身
近
な
存
在
と
し
て
浸
透
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
今
、
社
会
福
祉
法
人

の
意
義
や
社
会
的
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、

公
私
を
問
わ
ず
関
係
各
方
面
か
ら
様
々
な

指
摘
が
な
さ
れ
、
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
指
摘
等
内
容
（
要
約
）
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
の
状
況

改
革
の
背
景
と
経
緯

た
る
議
論
が
重
ね
ら
れ
本
年
２
月
に
報
告

が
ま
と
め
ら
れ
、
４
月
に
社
会
福
祉
法
等

改
正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

○
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如

　
公
益
法
人
制
度
改
革
等
に
よ
り
社
会
福
祉
法

人
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
、
他
の
非
営
利
法
人

と
比
較
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
保
す
る
仕
組
み

が
不
十
分
。
ま
た
、
一
部
の
社
会
福
祉
法
人
で

は
理
事
長
が
、
あ
た
か
も
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
か

の
よ
う
な
経
営
や
私
物
化
と
も
と
ら
れ
か
ね
な

い
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
批
判
。

○
財
務
状
況
の
不
透
明
さ

　
他
の
非
営
利
法
人
に
お
け
る
情
報
公
開
が
格

段
に
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
福

祉
法
人
に
つ
い
て
は
、
財
務
諸
表
等
を
広
く
国

民
一
般
に
公
表
が
義
務
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自

主
的
に
公
表
し
て
い
る
法
人
は
半
数
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

○
い
わ
ゆ
る
、
内
部
留
保

　
社
会
福
祉
法
人
は
制
度
、
補
助
金
や
税
制
優

遇
に
守
ら
れ
高
い
利
益
率
を
有
し
な
が
ら
、
こ

れ
を
社
会
福
祉
事
業
等
へ
の
積
極
投
資
や
地
域

還
元
す
る
こ
と
な
く
無
為
に
積
み
上
げ
て
い
る

と
の
批
判
。

○
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
不
十
分
な
対
応

　
新
た
な
地
域
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
を
背
景
に
、

既
存
の
社
会
福
祉
事
業
に
と
ど
ま
ら
な
い
地
域

貢
献
に
関
わ
る
先
駆
的
、
開
拓
的
な
取
組
が
一

部
の
社
会
福
祉
法
人
に
と
ど
ま
り
、
実
施
し
て

い
て
も
利
用
者
や
地
域
住
民
か
ら
評
価
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
な
い
。

○�

他
の
経
営
主
体
と
の
公
平
性

　
　
（
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
）

　
多
様
な
経
営
主
体
が
参
入
す
る
介
護
・
保
育

事
業
等
に
お
い
て
社
会
福
祉
法
人
が
株
式
会
社

等
で
は
対
応
で
き
な
い
福
祉
ニ
ー
ズ
の
充
足
な

ど
他
の
経
営
主
体
と
異
な
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
法
人
が
一
部
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
、
果
た

し
て
い
る
こ
と
が
地
域
住
民
等
に
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
。

※「
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
報
告
」か
ら

　

先
述
の
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
様
々

な
指
摘
や
意
見
等
に
対
し
、
複
雑
な
思
い

や
異
論
を
抱
く
関
係
者
も
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
予
め
明
ら
か
に
す
べ
き
は
、

こ
の
改
革
に
際
し
、問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

〝
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
現
場
で
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
〟
で
は
な
く
、
こ
れ

を
運
営
す
る
〝
法
人
の
在
り
方
、
経
営
の

在
り
方
〟
に
つ
い
て
で
あ
り
、
法
人
自
ら

に
よ
る
経
営
努
力
や
様
々
な
優
遇
措
置
に

よ
っ
て
得
た
原
資
を
も
と
に
社
会
福
祉
事

業
の
充
実
や
地
域
（
社
会
）
に
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
還
元
等
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
存
在
意
義
を
問
わ
れ
る
と
い
う

点
に
あ
り
、
社
会
福
祉
法
人
関
係
者
は
こ

れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

今
回
の
改
革
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

公
益
性
・
非
営
利
性
を
一
層
高
め
る
と
と

も
に
、
社
会
福
祉
事
業
に
か
か
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
確
保
の
中
心
的
役
割
を

果
た
す
だ
け
で
な
く
、
他
の
経
営
主
体
で

は
対
応
で
き
な
い
制
度
外
の
様
々
な
福
祉

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
活
動
を
行
い
、
そ

の
意
義
・
役
割
の
再
構
築
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

改
革
の
主
旨

地
域
社
会
へ
の
一
層
の
貢
献
に
向
け
て

～
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
概
要
～
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今
回
の
改
革
は【
図
１
】の
と
お
り
、「
経

営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
」、「
事
業

運
営
の
透
明
性
の
向
上
」、「
財
務
規
律
の

強
化
」、「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

を
実
施
す
る
責
務
」、「
行
政
の
関
与
の
在

り
方
」
の
大
き
く
五
つ
の
柱
か
ら
な
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

改
革
の
概
要
に
つ
い
て
記
載
し
ま
す
。（
但

し
、「
行
政
の
関
与
の
在
り
方
」
に
つ
い

て
は
、
紙
面
の
都
合
上
省
略
し
ま
す
。）

改
革
の
概
要

【
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
】

　

こ
の
概
要
に
つ
い
て
は【
図
２
】

の
と
お
り
で
あ
り
、
一
般
・
公
益

財
団
法
人
と
同
等
以
上
の
公
益
性

を
担
保
で
き
る
経
営
組
織
と
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
柱
で
重
要
な
一
つ
と

し
て
、
全
て
の
社
会
福
祉
法
人
に

〝
議
決
機
関
〟
と
し
て
の
「
評
議

員
会
」
の
設
置
・
権
限
等
が
法
に

規
定
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
人
数
は

理
事
（
６
人
）
を
超
え
る
こ
と
が

原
則
で
す
が
、小
規
模
法
人
に
は
、

経
過
措
置
（
施
行
後
３
年
以
内

は
、
４
人
以
上
）
が
設
け
ら
れ
る

見
込
み
で
す
。
ま
た
、
理
事
会
は

理
事
６
人
以
上
で
構
成
す
る
〝
執

行
機
関
〟
と
し
て
規
定
さ
れ
、
監

事
の
機
能
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の
機
関
や
理

事
長
の
権
限
・
責
務
等
が
明
記
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、一
定
規
模
以
上（【
収
益
】

が
〝
10
億
円
〟
以
上
ま
た
は
【（
貸
借
対

照
表
上
の
）
負
債
】
が
〝
20
億
円
〟
以
上
）

の
法
人
に
は
公
認
会
計
士
ま
た
は
監
査
法

人
で
あ
る
「
会
計
監
査
人
」
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
】

　

平
成
26
年
５
月
、
厚
労
省
か
ら
「
社
会

福
祉
法
人
の
認
可
に
つ
い
て
」
の
一
部
改

正
通
知
が
発
出
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
に

は
財
務
諸
表
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

公
表
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
回
の
改
革
で
は
、
社
会
福
祉
法
人

が
旧
民
法
第
34
条
に
規
定
す
る
公
益
法
人

の
特
別
法
人
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
経
緯

や
公
費
や
保
険
料
を
原
資
と
す
る
多
額
の

事
業
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
公
益
財
団
以
上
の
運
営
の
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
、【
図
３
】
の
と
お
り
閲
覧

対
象
と
し
て
定
款
・
事
業
計
画
書
、
役
員

報
酬
基
準
を
、
公
表
対
象
と
し
て
定
款
、

役
員
報
酬
基
準
を
追
加
す
る
こ
と
を
法
令

上
明
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

〔図１〕社会福祉法人制度改革の主な柱立て

○都道府県の役割として、市による指導監督の支援を位置づけ
○経営改善や法令遵守について、柔軟に指導監督する仕組み（勧告等）に関
する規程を整備
○都道府県による財務諸表等の収集・分析・活用・国による全国的なデータ
ベースの整備等

○社会福祉事業または公益事業を行うにあたり、日常生活または社会生活上
支援を要する者に対する無料または低額の料金で福祉サービスを提供する
ことを責務として規定　
　※利用者負担の軽減、無料または低額による高齢者の生活支援等　

①役員報酬基準の作成と公表、役員等関係者への特別な利益供与を禁止　等
②純資産額から事業の継続に必要な財産額を控除し、福祉サービスに再投下
可能な財産額（社会福祉充実残額）を明確化
③再投下可能な財産額がある社会福祉法人に対して、社会福祉事業または公
益事業の新規実施・拡充にかかる計画の作成を義務付け　等

○閲覧対象書類の拡大と閲覧請求者の国民一般への拡大
○財務諸表、現況報告書（役員報酬総額、役員等関係者との取引内容を含む。）、
　役員報酬基準の公表にかかる規定の整備　等

1 経営組織のガバナンスの強化
□ 理事・理事長に対する牽制機能の強化
□ 財務会計に係るチェック体制の整備

2 事業運営の透明性の向上
□ 財務諸表の公表等について法律上明記

3 財務規律の強化
①適正かつ公正な支出管理の確保
②いわゆる内部留保の明確化
③社会福祉事業等への計画的な再投資

4 地域における公益的な取組を
　実施する責務

5 行政の関与の在り方
□ 所轄庁による指導監督の強化
□ 国・都道府県・市の連携を推進

○議決機関としての評議員会（7人以上）を必置　
　注）小規模法人には経過措置（施行後 3年以内は 4人以上）を設ける。
○役員・理事会・評議員会の権限・責任にかかる規定の整備

既
に
通
知
に
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
現
況
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
役
員
区
分

ご
と
の
報
酬
総
額
等
を
追
加
し
た
上
で
閲

覧
・
公
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
公
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い

わ
ゆ
る
内
部
留
保
等
に
対
し
経
営
計
画
を

明
確
に
し
、
説
明
責
任
を
積
極
的
に
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
地
域
の
人
々
の
信
頼
を

高
め
、
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
れ
か

ら
の
社
会
福
祉
法
人
に
求
め
ら
れ
る
重
要

な
取
組
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

〔図２〕経営組織のあり方について

●資産総額100億円以上もしくは負債総額
50億円以上または収支決算額10億円以
上の法人は2年に1回、その他の法人は5
年に1回の外部監査が望ましい（国通知）。

●一定規模以上の法人への会計監査人
による監査の義務付け（法律）。

会　計
監査人

●監事の理事・使用人に対する事業報告
の要求や財産の調査権限、理事会に対
する報告義務等が定められていない。

●監事の権限、義務（理事会への出席
義務、報告義務等）、責任を法律上規定。監　事

●評議員会は、任意設置の諮問機関であ
り、理事・理事長に対するけん制機能
が不十分。

●評議員会を法人運営の基本ルール・体
制の決定と事後的な監督を行う機関と
して位置付け、必置の議決機関とする。

評議員
評議員会

●理事会による理事・理事長に対するけ
ん制機能が制度化されていない。
●理事、理事長の役割、権限の範囲が明
確でない。

●理事会を業務執行に関する意思決定
機関として位置付け、理事・理事長に
対するけん制機能を働かせる。
●理事等の義務と責任を法律上規定。

理　事
理事長
理事会

現　行 改　正
備置・閲覧 公表

（インターネット） 備置・閲覧 公表
（インターネット）

事業報告書 ○ ― ○ ―
財産目録 ○ ― ○ ―
貸借対照表（BS） ○ ○ ○ ○
収支計算書（PL/CF） ○ ○ ○ ○
監事の意見を記載した書類 ○ ― ○ ―
現況報告書 ― ○ ○（追加） ○
役員区分ごとの報酬総額 ― ― ○（追加） ○（追加）
定款 ― ― ○（追加） ○（追加）
役員報酬基準 ― ― ○（追加） ○（追加）
事業計画書 ― ― ○（追加） ―

〔図３〕運営の透明性の確保について
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【
財
務
規
律
の
強
化
】

　

改
革
の
論
議
の
中
で
内
部
留
保
や
一
部

の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
不
適
正
な
運
営

が
取
り
沙
汰
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
改
革

に
お
い
て
、先
の
指
摘
に
も
あ
る
と
お
り
、

制
度
、
補
助
金
や
税
制
優
遇
に
守
ら
れ
、

高
い
利
益
率
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
の

公
益
性
を
担
保
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て

〝
財
務
規
律
〟
が
上
げ
ら
れ
、
①
適
正
か

つ
公
正
な
支
出
管
理
、
②
余
裕
財
産
の
明

確
化
、
③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
再
投
下
、

と
い
う
大
き
く
三
つ
の
観
点
か
ら
強
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。【
図
４
の

と
お
り
】

　

ま
ず
、「
適
正
か
つ
公
正
な
支
出
管
理
」

で
す
が
、
こ
れ
は
評
議
員
会
の
決
議
に
基

づ
く
役
員
報
酬
基
準
の
設
定
と
公
表
、
そ

し
て
役
員
等
区
分
ご
と
に
支
払
わ
れ
た
報

酬
総
額
を
公
表
す
る〝
適
正
な
役
員
報
酬
〟、

役
員
等
の
親
族
等
関
係
者
へ
の
利
益
供
与

禁
止
を
法
に
規
定
す
る
と
と
も
に
関
係
者

と
の
取
引
内
容
（
対
象
範
囲
拡
大
）
を
公

表
す
る
〝
利
益
供
与
の
禁
止
〟、そ
し
て
〝
会

計
監
査
人
の
設
置
〟
の
三
点
か
ら
な
り
、

こ
の
も
と
で
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
剰
余

が
、
い
わ
ゆ
る
内
部
留
保
で
す
。

　

次
は
、「
余
裕
財
産
の
明
確
化
」
で
す

が
〝
内
部
留
保
〟
は
貸
借
対
照
表
上
で
い

う
【
資
産–

負
債–

基
本
金–

国
庫
補
助

金
等
特
別
積
立
金
】
と
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
、
事
業
に
供
す
る
土
地
・
建
物
・

設
備
等
や
、現
在
使
用
す
る
建
物
の
改
築
・

修
繕
等
の
た
め
の
積
立
金
等
、
そ
し
て
経

常
活
動
の
た
め
の
手
元
資
金
と
い
っ
た

〝
控
除
対
象
財
産（
厚
生
労
働
省
令（
以
下
、

省
令
）
に
よ
る
）〟
を
控
除
し
た
残
り
が

〝
社
会
福
祉
充
実
残
額（
再
投
下
財
産
額
）〟

と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
社
会
福
充
実
残
額
が

あ
る
場
合
に
、
①
社
会
福
祉
事
業
、
②
地

域
公
益
事
業
、
③
公
益
事
業
の
順
に
再
投

下
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
余
裕

財
産
の
明
確
化
に
あ
た
っ
て
は
、
会
計
制

度
の
整
備
、評
議
員
会
に
よ
る
内
部
牽
制
、

外
部
監
査
の
導
入
等
に
よ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

三
点
目
と
し
て
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の

再
投
下
」
で
す
が
、
社
会
福
祉
充
実
残
額

が
あ
る
場
合
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
を
適
切

に
反
映
し
な
が
ら
、
先
述
の
投
下
順
位
に

よ
る
①
計
画
を
法
人
と
し
て
作
成
し
、
②

公
認
会
計
士
ま
た
は
税
理
士
か
ら
厚
生
労

働
省
令
に
照
ら
し
、
確
認
を
受
け
、
③
評

議
員
会
の
承
認
を
経
、
④
公
認
会
計
士
等

の
確
認
書
を
添
え
て
所
轄
庁
に
申
請
し
、

⑤
承
認
の
後
、
事
業
を
実
施
し
、
所
轄
庁

に
毎
年
度
終
了
後
報
告
す
る
流
れ
と
な
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
【
図
５
の
と

お
り
】（
詳
細
は
今
後
示
さ
れ
る
省
令
等

に
よ
り
ま
す
）。

　

な
お
、
特
に
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料

金
に
よ
り
行
う
公
益
事
業
と
し
て
「
地
域

公
益
事
業
」
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
当

該
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
地

域
公
益
事
業
の
内
容
お
よ
び
事
業
区
域
に

〔図４〕財務規律について
Ⅰ 適正かつ公正な支出管理

適正な役員報酬

社会福祉法人の事業 Ⅱ 余裕財産の明確化

●法人による役員報酬基
準の設定と公表
●役員区分毎の報酬総額
の公表

利益供与の禁止
●親族等関係者への特別の
利益供与を法律上禁止
●関係者との取引内容の
公表

会計監査人
●一定規模以上の法人に会
計監査人の設置義務化

社会福祉事業 公益事業

日常生活・社会生活上の支援を
必要とする者に対して無料また
は低額な料金により福祉サービ
スを提供する責務

【計画作成にあたり】
●公認会計士または税理士による計画
の記載内容の確認
●「地域協議会」による地域の福祉ニー
ズへの反映
●所轄庁による計画の承認
●実績の所轄庁への報告と公表　等

●地域のニーズに対応した新しい
サービスの展開、人材への投資
●無料または低額な料金による福
祉サービスの提供等

いわゆる 内部留保

＋　投下財産（順位）

【明確化にあたり】
●会計制度の整備（基準）
●評議員会による内部牽制
●外部監査の導入
●財務諸表の公表

事業継続に必要な財産
⑴事業目的に活用する土地、建物等
⑵建物の建替、修繕のための資金
⑶手元流動資金

②「地域公益事業」投資額
●無料又は低額な料金により行う公
益事業

③公益事業投資額

利益

Ⅲ 福祉サービスへの再投下

再投下計画

①社会福祉事業等投資額
●社会福祉事業等に関する施設の新
設、増設、新たなサービスの展開、
人材への投資

〔図５〕再投下計画の作成にかかるガバナンス

《内部留保の明確》

①いわゆる、内部留保（利益剰余金）
＝資産-負債-基本金－国庫補助金積立額

②控除対象財産（事業継続用財産）
＝　⑴事業目的に活用する土地、建物等
　＋⑵建物の建替、修繕
　＋⑶手元流動資金

《再投下計画の作成にかかるガバナンス》

③社会福祉事業等投資額
社会福祉事業等に関する
　●施設の新設、増設
　●新たなサービスの展開
　●人材への投資

④「地域公益事業」投資額
無料または低額な料金により行う公益事業

⑤公益事業投資額

再投下計画の作成等

【所轄庁】
地域協議会の開催

【運営（想定）】
①地域ケア推進会議等既存の協議
会の活用
②運営の中心的な役割⇒社会福祉
協議会　等
③地域の各協議会の代表者、地域住
民、行政等が参加し、社会福祉法人
が、可能な範囲で制度横断的に地域
の福祉ニーズを把握する場（基本）

再投下計画を以下の視点で審査の上、承認
●事業規模の合理性
●地域の需給を踏まえた合理性（③）
●地域協議会の協議結果との整合性（④）
●公益事業としての妥当性（④・⑤）

実績報告を踏まえ、計画的に投資が
行われるよう助言・指導監督

【①－②に額がある法人】
●③⇒④⇒⑤の順に検討・再投下計
画（案）を作成
●公認会計士または税理士から、②
～⑤の額等について国のガイド
ラインに照らし、確認を受ける。
●④について事業を行おうとする
区域の地域住民等関係者の意見
を聴く（地域協議会など）。

評議員会での承認

公認会計士等の確認書を添えて承認申請

承認された再投下計画に沿って事業実施

毎年度実績を報告（全体の事業報告に応じて）

蓄積 利益
●法人が使途を明記した財産目録及び控除対象財産計算書を作成。
●①－②の額がある法人については
　・公認会計士または税理士が国のガイドラインに照らして記載内容を確認。
　・法人が公認会計士等の確認書を添えて上記書類を所轄庁に提出（毎年度）。
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お
け
る
需
要
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
区

域
（
地
域
）
の
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
含
め
、
社
会
福
祉
法

人
が
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
に
お
け
る

福
祉
ニ
ー
ズ
が
適
切
に
反
映
す
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
仕
組
み
等
と
し
て
〝
地
域
協

議
会
〟
の
設
置
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
機
能
と
し
て
、
①
地
域
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
②
実
施
体
制
の
調
整

等
、
③
実
施
状
況
の
確
認
な
ど
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
等
既
存

の
協
議
会
の
活
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を
実
施

す
る
責
務
】

　

今
回
の
改
革
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ

る
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
法
案
に
は
社
会

福
祉
法
人
の
責
務
と
し
て
「
社
会
福
祉
事

業
ま
た
は
公
益
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、

日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
上
支
援
を
要

す
る
者
に
対
す
る
無
料
ま
た
は
低
額
の
料

金
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」
こ
と

を
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
４
月
、
厚

労
省
か
ら
社
会
福
祉
法
人
の
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
に
関
す
る
通
知
が

発
出
さ
れ
、
本
規
定
の
施
行(

平
成
28
年

４
月
１
日)

を
待
た
ず
、
積
極
的
な
取
組

が
促
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
責
務
【
図
６
の
と
お
り
】

は
、
先
の
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
有
無
を

問
わ
ず
、
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
福

祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
既
存

の
制
度
（
社
会
福
祉
事
業
）
で
は
十
分
に

対
応
で
き
な
い
方
々
（
生
計
困
窮
者
、
認

知
症
高
齢
者
な
ど
）
に
対
す
る
支
援
の
必

要
性
の
高
ま
り
の
中
で
、
社
会
福
祉
事
業

の
供
給
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
だ
け
で

な
く
、
既
存
の
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い

サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
社
会

福
祉
法
人
の
本
旨
と
し
て
求
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

制
度
創
設
か
ら
60
余
年
を
経
て
今
回
の

改
革
が
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
〝
社
会
福
祉

法
人
〟
の
姿
を
具
体
的
に
描
き
、
実
践
す

る
こ
と
を
〝
今
日
、
明
日
か
ら
〟
と
い
う

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て

の
社
会
福
祉
法
人
が
県
民
の
信
頼
と
負
託

に
一
層
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
今
昔
不
変
で
あ
り
、
一
方
で
、

今
後
は
〝
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
〟
の
観
点

か
ら
も
健
全
か
つ
適
切
な
法
人
運
営
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
深

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
、
社
会
福
祉
法
等
一
部
改
正
法
案

は
継
続
審
査
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
改
革
は
閣
議
決
定
に
基
づ
き
確
実
に

進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
可
決
を
待
た
ず

と
も
、
法
人
個
々
に
お
い
て
は
改
革
内
容

の
具
体
化
に
向
け
た
動
向
を
注
視
し
、
情

報
を
積
極
的
に
収
集
し
な
が
ら
、
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
主
体
的
、
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
が
今
後
求
め
ら
れ
ま
す
。

最
後
に

〔図６〕地域公益活動を実施する責務の考え方

福祉ニーズの
多様化・複雑化

●社会環境の変化に伴い、福祉ニーズが多様化・複雑化し、既存の制度（社
会福祉事業）では十分に対応できない者（※）に対する支援の必要性が高
まっている。（※）生計困窮者、独居高齢者、認知症高齢者など

社会福祉法人
の役割

●多様化・複雑化する地域の福祉ニーズに対しては、様々な事業主体が
各々の創意工夫によりそれぞれ対応していくことが必要。
●その中で社会福祉法人については、その本旨に従い、他の事業主体では
対応が困難な福祉ニーズに対応していくことが求められる。

●営利企業等では実施することが難しく、市場で安定的・継続的に供給さ
れることが望めないサービスを供給すること、すなわち、既存の制度の
対象とならないサービスを無料または低額な料金により供給する事業
の実施が求められる。
●規制改革実施計画においては、こうした社会福祉法人のあり方を徹底す
る観点から生計困窮者に対する無料・低額の福祉サービスの提供などの
社会貢献活動の実施の義務付けを求めている。
　▶日常生活・社会生活上の支援を必要とする者に対して無料または低額

の料金により福祉サービスを提供することを社会福祉法人の責務とし
て位置付け

社会福祉法人
の本旨

●社会福祉事業にかかる福祉サービスの供
給確保の中心的役割を果たすだけでな
く、既存の制度の対象とならないサービ
スに対応していくことを本旨とする法人
（社会福祉法第24条）

社会福祉法人の本旨
に基づき無料または
低額な料金により福
祉サービスを提供す
る責務の新設

社会福祉法等の一部を改正する法律の概要
※「社会福祉法人制度改革」に関する部分抜粋

⑴ 経営組織のガバナンスの強化
　●�議決機関としての評議員会の必置（小規模法人については定数の経過措置）、一定規

模以上の法人への会計監査人の導入　等
⑵ 事業運営の透明性の向上
　●財務諸表・現況報告書・役員報酬基準等の公表にかかる規定の整備　等
⑶ 財務規律の強化
　●役員等関係者への特別の利益供与の禁止、役員報酬基準の作成と公表　等
　●�「社会福祉充実残額」（純資産額から事業の継続に必要な財産額（※）を控除した額）

の明確化
　　※�①事業に活用する土地、建物等、②建物の建替・修繕に要する資金、③必要な運

転資金、④基本金及び国庫補助等特別積立金
　●�「社会福祉充実残額」を保有する法人に対して、社会福祉事業または公益事業の新

規実施・拡充に係る計画作成の義務付け
⑷ 地域における公益的な取組を実施する責務
　●�社会福祉事業または公益事業を行うにあたって、無料または低額な料金で福祉サー

ビスを提供することを責務として規定
⑸ 行政の関与の在り方
　●「所轄庁による指導監査の機能強化、国・都道府県・市の連携」、その他

【施行期日】�平成 29 年 4 月 1 日　⑵と⑶の一部、⑷、⑸の一部は平成 28 年 4 月 1 日）
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町
に
愛
を
。
胸
に
羽
根
を
。

～
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
～

今年の募金目標額
177,957,000円

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。

　

共
同
募
金
は
１
４
０
年
余
の
歴
史
あ
る
運

動
と
し
て
世
界
40
ヶ
国
以
上
で
行
わ
れ
て
い

る
募
金
運
動
で
す
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
１
９
４
７
年
、
戦
後

の
厳
し
い
生
活
の
な
か
、
お
互
い
助
け
あ
っ

て
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
市
民
主
体
の
取
組

み
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

戦
後
間
も
な
く
国
民
全
体
が
厳
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
る
な
か
で
、
お
互

い
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
こ
う

と
強
い
連
帯
感
で
生
ま
れ
た
運

動
で
し
た
。

　

社
会
が
大
き
く
変
化
し
68
年

た
っ
た
今
も
、
こ
の
た
す
け
あ

い
の
精
神
は
受
け
継
が
れ
、
地

震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害

や
、
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る

人
達
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い

く
た
め
の
運
動
と
し
て
地
域
の

福
祉
活
動
を
支
え
続
け
て
い
ま

す
。

　

福
井
県
共
同
募
金
会
で

は
、
災
害
支
援
に
役
立
て
る
準

備
金
や
各
地
域
の
福
祉
ニ
ー

ズ
を
取
り
ま
と
め
１
億
7
，

７
９
５
万
7
千
円
の
助
成
計
画

を
基
に
今
年
も
募
金
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

募
金
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
し
て
得
す
る
??

ク
ー
ポ
ン
募
金

　

赤
い
羽
根
と
い
う
と
、
駅
前
や
ス
ー
パ
ー

で
募
金
活
動
を
行
う
「
街
頭
募
金
」
を
連
想

し
ま
す
が
、他
に
も
自
治
会
毎
に
集
め
る「
戸

別
募
金
」
や
学
校
で
生
徒
た
ち
が
取
り
組
む

「
学
校
募
金
」、
職
場
で
取
り
組
む
「
職
域
募

金
」
や
「
法
人
募
金
」
な
ど
様
々

な
募
金
が
あ
り
ま
す
。

　

な
か
に
は
、
寄
付
額
以
上
の
お

得
な
買
い
も
の
も
楽
し
め
る
と
い

う
募
金
も
あ
り
ま
す
。「
ク
ー
ポ

ン
募
金
」
と
い
っ
て
、
５
０
０
円

以
上
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

お
礼
と
し
て
福
井
県
内
約
２
４
４

店
舗
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
券
を

綴
っ
た
冊
子
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。

　

寄
付
が
じ
ぶ
ん
の
町
に
役
立

ち
、
参
加
店
舗
の
集
客
力
も
あ
が

り
、
寄
付
者
は
ひ
と
く
ち
の
寄
付

で
何
倍
も
の
お
得
な
買
い
物
を
楽

し
め
る
と
い
う
、「
三
方
良
し
」
の
募
金
方

法
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
な
冊
子
で
す

●
サ
イ
ズ
：
Ａ
４　
６
ペ
ー
ジ

●
内
容

　
・
遺
贈
寄
付
に
つ
い
て

　
・
相
続
寄
付
に
つ
い
て

　
・
香
典
な
ど
の
寄
付
に
つ
い
て

　
・
感
謝
状
、
税
制
、
助
成
団
体
な
ど

た
く
さ
ん
の
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
共
同
募
金
の
支
援
を
受
け
、
数
多
く
の
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ひとりで悩まないで、
認知症のこと

入院中の子どもに
笑顔を

輝きを集めて未来へ 災害時、
すぐ必要な支援に

認知症の人と家族の会福井県支部 ビハーラ福井

「みんなで舞台にたとう」を広げる会

認知症の理解と支援に関する事業
助成金額：320,000円

長期入院の児童と家族の支援事業
助成金額：500,000円

舞台に立とうワークショップ支援
助成金額：500,000円

災害等準備金
積立額：5,084,000円

　認知症の家族を介護している方は「なぜ、私だけが
このような目にあうの」や「誰も私の話を聞いてくれ
ない、理解してくれない」と、孤独感に悩み苦しんで
います。
　このような介護者の悩みを共有し解決する場として

「家族のつどい」、会報の発行を共同募金の助成で続け
ています。
　皆さまのご支援に心から感謝します。

　全国で約２万３千人の子どもたちが癌と闘っていま
す。
　小児病棟で治療を受けている子どもたちは、突然の
入院などで、友だちと遊ぶ事もできず生活環境の変化
に戸惑う事が多くあります。そんな子ども達の寂し
さや治療のつらさを和らげてもらえるクリニクラウン

（臨床道化師）の活動は心の支えとなっています。共
同募金会のご支援心より感謝申し上げます。

　私達は、障がいを持っていたり、発達につまずきの
ある子どもたちが、音楽やダンスのワークショップを
通じて、仲間同士で協力し合い、自分を表現する楽し
さを感じてもらいたい・・・そんな願いから音楽・ダ
ンス・太鼓の舞台発表を行ってきました。こうした活
動を継続することが出来たのも皆様の御支援のおかげ
だと深く感謝しています。

　共同募金は「災害ボランティアセンター」の設置な
ど、被災地支援にも役立っています。東日本大震災で
は、東北地方の 97 箇所の災害ボランティアセンター
へ総額 7 億円を助成し、災害ボランティアセンターの
活動支援のためにつかわれました。被災地のセンター
からは「震災後直ちに共同募金から助成を受けること
ができ、大変助かった。」という声が寄せられています。

遺
贈
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

長
年
の
ご
努
力
で
築
き
あ
げ
た
資
産
を
、

社
会
の
た
め
に
有
効
に
使
い
た
い
と
い
う
方

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

福
井
県
共
同
募
金
会
で
は
、
そ
ん
な
お
気

持
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
、遺
贈
・
遺
産
寄
付
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
お
問
い
合
せ
：
０
７
７
６
ー
２
２
ー
１
６
５
７
）

※�

遺
贈
・
遺
産
の
受
付
に
つ
い
て
は
税
制
の

優
遇
や
褒
章
や
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
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平成 27年度「介護の日」関連イベント平成 27年度「介護の日」関連イベント

アクティブ・アクション助成団体活動経過報告アクティブ・アクション助成団体活動経過報告

シニア世代　いきいき活動してます！シニア世代　いきいき活動してます！

社会福祉施設見学会

見て・聞いて・発見する !!
介護や福祉の仕事は未体験、でもどんな仕事か興味がある・・・
そんな方へ！
まずは、一度、福祉の仕事や現場をのぞいてみませんか？

見て・聞いて・発見する !!
介護や福祉の仕事は未体験、でもどんな仕事か興味がある・・・
そんな方へ！
まずは、一度、福祉の仕事や現場をのぞいてみませんか？

マイクロバスで
ご案内します！
マイクロバスで
ご案内します！

見体験ツアー
み たい けん

見体験ツアー
み たい けん

見体験ツアー
み たい けん

開催期日 平成27年11月11日（水）　10：00～16：00
集合場所 福井県社会福祉センター　（所在地：福井市光陽2丁目3-22）

見 学 先 社会福祉法人 森田福祉会 たんぽぽ苑 （介護老人福祉施設）

京福バス市内線 学園線に乗車、「県社会福祉センター前」下車

1

社会福祉法人 かすみが丘学園 （障がい者支援施設）2

申込方法 11月９日（月）必着で、氏名・年齢・住所・連絡先等を電話・ＦＡＸ・Ｅメールにてお申込みください。

問合せ･申込先 （福）福井県社会福祉協議会　福井県福祉人材センター
〒910-8516　福井市光陽2-3-22　福井県社会福祉センター内
TEL：（0776）21-2294　FAX：（0776）24-4187　Ｅ-mail：manp@f-shakyo.or.jp

楽しい糸生をつくる会
楽しい糸生づくり事業

越前町糸生地区

耕作放棄地を開墾した
地域住民の憩いの場づくり

活動経過報告

コンサートと餅つき大会の日
程が決まりました。ぜひ、ご来
場ください。
◆「里の秋コンサート」
10月13日（火）　13：00～
ギター、フルート、ハーモニ
カ、ハンドベルの演奏をお楽
しみください。

◆「子どももちつき大会」
10月25日（日）　10：00～
合鴨有機農法で作ったもち米
で餅つき大会をします。

＜会場＞
丹生郡越前町小倉78-1-2　
近くの広場

こまごまクラブ
こまごまクラブ活動事業

高浜町内浦地区

農作物や郷土料理を通じた
故郷の魅力の伝承

活動経過報告

春に続き、8月8日に内浦公民
館において郷土食の試食会を
開催し、みょうがや梅、ゴマを
使った料理を地域の方に楽し
んでいただきました
ゴマとサツマイモの畑は雑草
と格闘しながらも順調に育っ
ています。

カフェ・ぽ～れ
カフェ・ぽ～れ運営事業

小浜市

地域の子供から大人まで
気軽に集える場づくり

活動経過報告

毎月第2木曜日14：00～16：
00に開催しています。
8月のカフェでは、地域の子
供さんが来てみんなで童謡を
歌ったり、手足の運動をする
など楽しい時間となりまし
た。
今後も介護福祉士や音楽療
法士などによる健康・介護教
室を行い、参加者やその家族
の健康・介護の相談も出来る
ようにし、「悩み」や「介護の
負担」を少しでも軽くしても
らえるよう、取り組んでいき
ます。

高須城山・農と人の会
棚田米作り等による
都市と農村の交流事業

福井市高須地区

農業を通じた住民の交流、
生きがいづくり

活動経過報告

稲刈りも無事終わり、はさ掛
けを行いました。
10月11日には脱穀作業を11
月22日は収穫祭を開催し、地
元の方と共に楽しく、にぎや
かに秋の実りを堪能し交流を
深めます。

第４回 ふくいチャリティーアート展
～未来を支える子どもたちのために～

　今年度も、ふくいチャリティーアート展を開催します。

　近年の急激な社会経済情勢の変化に伴い、社会的孤立や生活
困窮者の増加、児童虐待、子どもの貧困など、さまざまな福祉課
題が顕在化しています。
　「第４回ふくいチャリティーアート展」は、福井県にゆかりの
ある芸術家の方々から協賛をいただき、その作品を一堂に展示
して希望者に頒布し、その収益をこのような福祉課題の解決に
充てることを目的に実施します。
　なお、テーマは児童福祉分野の課題解決を目指すべく、「未来
を支える子どもたちのために」とさせていただき、協賛作品の頒布収益は、児童福祉分野の事
業に活用させていただきます。

　たくさんの方のご来場をお待ちしております。

日　　時 平成27年11月21日（土）～24日（火） 4日間
午前10時～午後５時、ただし24日（火）は午後４時まで。

会　　場 福井カルチャーホール （福井市大手3-4-1　福井放送会館５階）

展示作品 名士・作家のご寄贈による絵画・書・陶工芸品・写真など多数

福井県社会福祉協議会　総務企画課
TEL：0776-24-2339　　FAX：0776-24-8941
E-mail：somu@f-shakyo.or.jp

お問合せ

主 催 社会福祉法人　福井県社会福祉協議会 後 援 福井県

20名定　員

無料参加費
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平成 27年度「介護の日」関連イベント平成 27年度「介護の日」関連イベント

アクティブ・アクション助成団体活動経過報告アクティブ・アクション助成団体活動経過報告

シニア世代　いきいき活動してます！シニア世代　いきいき活動してます！

社会福祉施設見学会

見て・聞いて・発見する !!
介護や福祉の仕事は未体験、でもどんな仕事か興味がある・・・
そんな方へ！
まずは、一度、福祉の仕事や現場をのぞいてみませんか？

見て・聞いて・発見する !!
介護や福祉の仕事は未体験、でもどんな仕事か興味がある・・・
そんな方へ！
まずは、一度、福祉の仕事や現場をのぞいてみませんか？

マイクロバスで
ご案内します！
マイクロバスで
ご案内します！

見体験ツアー
み たい けん

見体験ツアー
み たい けん

見体験ツアー
み たい けん

開催期日 平成27年11月11日（水）　10：00～16：00
集合場所 福井県社会福祉センター　（所在地：福井市光陽2丁目3-22）

見 学 先 社会福祉法人 森田福祉会 たんぽぽ苑 （介護老人福祉施設）

京福バス市内線 学園線に乗車、「県社会福祉センター前」下車

1

社会福祉法人 かすみが丘学園 （障がい者支援施設）2

申込方法 11月９日（月）必着で、氏名・年齢・住所・連絡先等を電話・ＦＡＸ・Ｅメールにてお申込みください。

問合せ･申込先 （福）福井県社会福祉協議会　福井県福祉人材センター
〒910-8516　福井市光陽2-3-22　福井県社会福祉センター内
TEL：（0776）21-2294　FAX：（0776）24-4187　Ｅ-mail：manp@f-shakyo.or.jp

楽しい糸生をつくる会
楽しい糸生づくり事業

越前町糸生地区

耕作放棄地を開墾した
地域住民の憩いの場づくり

活動経過報告

コンサートと餅つき大会の日
程が決まりました。ぜひ、ご来
場ください。
◆「里の秋コンサート」
10月13日（火）　13：00～
ギター、フルート、ハーモニ
カ、ハンドベルの演奏をお楽
しみください。

◆「子どももちつき大会」
10月25日（日）　10：00～
合鴨有機農法で作ったもち米
で餅つき大会をします。

＜会場＞
丹生郡越前町小倉78-1-2　
近くの広場

こまごまクラブ
こまごまクラブ活動事業

高浜町内浦地区

農作物や郷土料理を通じた
故郷の魅力の伝承

活動経過報告

春に続き、8月8日に内浦公民
館において郷土食の試食会を
開催し、みょうがや梅、ゴマを
使った料理を地域の方に楽し
んでいただきました
ゴマとサツマイモの畑は雑草
と格闘しながらも順調に育っ
ています。

カフェ・ぽ～れ
カフェ・ぽ～れ運営事業

小浜市

地域の子供から大人まで
気軽に集える場づくり

活動経過報告

毎月第2木曜日14：00～16：
00に開催しています。
8月のカフェでは、地域の子
供さんが来てみんなで童謡を
歌ったり、手足の運動をする
など楽しい時間となりまし
た。
今後も介護福祉士や音楽療
法士などによる健康・介護教
室を行い、参加者やその家族
の健康・介護の相談も出来る
ようにし、「悩み」や「介護の
負担」を少しでも軽くしても
らえるよう、取り組んでいき
ます。

高須城山・農と人の会
棚田米作り等による
都市と農村の交流事業

福井市高須地区

農業を通じた住民の交流、
生きがいづくり

活動経過報告

稲刈りも無事終わり、はさ掛
けを行いました。
10月11日には脱穀作業を11
月22日は収穫祭を開催し、地
元の方と共に楽しく、にぎや
かに秋の実りを堪能し交流を
深めます。

第４回 ふくいチャリティーアート展
～未来を支える子どもたちのために～

　今年度も、ふくいチャリティーアート展を開催します。

　近年の急激な社会経済情勢の変化に伴い、社会的孤立や生活
困窮者の増加、児童虐待、子どもの貧困など、さまざまな福祉課
題が顕在化しています。
　「第４回ふくいチャリティーアート展」は、福井県にゆかりの
ある芸術家の方々から協賛をいただき、その作品を一堂に展示
して希望者に頒布し、その収益をこのような福祉課題の解決に
充てることを目的に実施します。
　なお、テーマは児童福祉分野の課題解決を目指すべく、「未来
を支える子どもたちのために」とさせていただき、協賛作品の頒布収益は、児童福祉分野の事
業に活用させていただきます。

　たくさんの方のご来場をお待ちしております。

日　　時 平成27年11月21日（土）～24日（火） 4日間
午前10時～午後５時、ただし24日（火）は午後４時まで。

会　　場 福井カルチャーホール （福井市大手3-4-1　福井放送会館５階）

展示作品 名士・作家のご寄贈による絵画・書・陶工芸品・写真など多数

福井県社会福祉協議会　総務企画課
TEL：0776-24-2339　　FAX：0776-24-8941
E-mail：somu@f-shakyo.or.jp

お問合せ

主 催 社会福祉法人　福井県社会福祉協議会 後 援 福井県

20名定　員

無料参加費
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生活福祉資金貸付制度 『教育支援資金』のご案内生活福祉資金貸付制度 『教育支援資金』のご案内
　所得の少ないご世帯の子どもの学校入学等にかかる経費を経済的にご支援する制度として、生活福祉資

金貸付制度の「教育支援資金」があります。今号では、高等学校、高等専門学校、短大、専門学校、大学

への就学時に必要な経費「教育支援費」と入学時に必要な経費「就学支度費」の二つをご紹介します。

ご利用いただける世帯

貸付条件

低所得世帯

就学者が借受人となった場合、生計中心者が連帯借受人になっていただきます。

お問合せは、福祉のまちづくり推進課（TEL0776-24-4987）
または、最寄りの市町社会福祉協議会へお願いいたします。

資金種類 使途内容 貸付限度額 据置期間 償還期間 利子

教育支援費 学校教育法に規定する
高等学校、高等専門学
校、短大、専門学校、
大学への就学に際し必
要な経費

高等学校
（専修学校高等課程含む）

　月額 35,000 円以内
高等専門学校
　月額 60,000 円以内
短大
（専修学校専門課程含む）

　月額 60,000 円以内
大学
　月額 65,000 円以内

卒業後
6月以内

据置期間後
20 年以内

無利子

就学支度費 学校教育法に規定する
高等学校、高等専門学
校、短大、専門学校、
大学への入学に際し必
要な経費

50 万円以内

よくあるお問合せ

高校 3年生の息子が大学進学を希望し
ていますが、経済的に苦しく、進学さ

せるだけのお金がありません。教育支援資金
を利用することはできますか。

他の貸付制度を優先してご利用いただ
くことになるため、まずは、日本学生

支援機構奨学金の利用を検討してください。
他制度の利用ができない場合等に本制度を利
用できる可能性がありますので、ご相談くだ
さい。

高校 3年生の孫がいますが、父親は仕
事に就いておらず、母親も病気がちで、

祖母である私の年金だけで生活しています。
孫の授業料を 4月から滞納しており、このま
までは卒業することができない状態です。教
育支援資金を利用することはできますか。

教育支援資金の教育支援費の貸付を利
用できる可能性がありますので、ご相

談ください。

Q Q

A
A
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つながれ
！ 80万人のボランティアの輪

～県民をつなぐ
「おかげさま」と「お互いさま」の輪～

推進運動スローガン

エコキャップアートコンテストの作品展示会を行います！

詳しくは、福井県ボランティアセンターＨＰをご覧下さい。http://volunt.f-shakyo.or.jp/

ふくい・つながりフォーラム2015ふくい・つながりフォーラム2015
～生きがい、魅力がテンコ盛り！！ ボランティア・地域活動がまちを変える～～生きがい、魅力がテンコ盛り！！ ボランティア・地域活動がまちを変える～

お問い合わせ 福祉のまちづくり推進課　TEL：0776-24-4987　E-mail： volunt@f-shakyo.or.jp

　10月 24日（土）・25日（日）に福井市のショッピングセンター『ラブリーパートナー・エルパ２階「エルパホール」』にて、
エコキャップアートの作品展示とコンテストが行われます。捨てればゴミになってしまうペットボトルのキャップを
使ったモザイクアート展です。
　今年のテーマは「ふるさとへの愛」。ふるさとの風景やふるさとへの想いが込められた作品が多数展示されます。
　なお、コンテストで集まったキャップはリサイ
クルし、その売り上げは海外の子ども達にワクチ
ンを提供するエコキャップ運動に寄付します。
　また、展示会場では入賞作品を選ぶ一般投票に
どなたでも参加ができます。投票していただいた
方の中から抽選でプレゼントも用意していますの
で、みなさんぜひご来場ください。

　福井県社会福祉協議会では、一般県民や特にこれから活動の担い手として期待されるシニア世代を対象に、ボランティ
ア活動や地域活動の魅力と活動を通じて “ おかげさま ” と “ お互いさま ” の気持ちで結ばれるつながりや絆の大切さを伝
え、つながり支え合う社会の豊かさを共につくりあげることを目的にフォーラムを実施します。ぜひご参加ください！

【平成26年度　最優秀賞作品】

日　時 平成27年11月29日（日）　13:00～16:30
場　所 福井県自治会館　多目的ホール （福井市西開発４丁目202-1）

その他 参加費無料　申込不要です。

プログラム

基調講演

（一部参加も可能です。）

受　付
エコキャップアート・
ボランティア応援企業
特別賞　表彰式

休　憩 基調講演 休　憩 シンポジウム
閉　会

エコキャップアート入賞作品展示、アクティブ・シニア活動紹介、市町イチオシボランティア紹介

12:00 13:00 13:30 13:40 14:40 14:50 16:30

「未来につなぐ　白川びとの財産」

シンポジウム

パ ネ リ ス ト

コーディネーター

岐阜県白川村教育長　倉　嘉宏 氏

岐阜県白川村は、世界遺産白川郷の合掌家屋の美しさはもちろんの
こと、気候風土に適した機能的なスタイルで注目を集めています。
講演では、自然への畏敬と祈りを顕す祭りや“結い”に代表される暮
らしを支えてきたしくみや人と人とのつながりを子供たちに継承
するため、現代の知恵を加味し実践している新たな取組み等につい
てお話いただきます。

県内外でボランティア活動や地域活動に精力的に取り組
んでいる団体の代表者等から、活動により地域に貢献して
いくこと、多様な地域住民とつながることの価値や魅力に
ついて話していただきます。

「人と人とのつながりと地域活動の魅力」
高橋　和男 氏
笠原　　徹 氏
渡邉　久志 氏
内　　慶瑞 氏

池田サラリーマンOB会（大阪市）
さばcans（鯖江市）　代表
住みよい糸生を創る会（越前町）
金城大学社会福祉学部　教授
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社会福祉法人の皆様へ

社会福祉法人が補助金を受け行う施設の新設・
整備に前払金保証をご利用いただけます！
社会福祉法人が補助金を受け行う施設の新設・
整備に前払金保証をご利用いただけます！

前払金の支出について

民間の建設工事では、着工時に手付金を支払うことが慣例とされていますが、国や地方公共団
体等が発注する工事においても、請負金額の一部を前払金として支払うのが一般的です。
これは、前払金の支払により工事の速やかな着工が図られるとともに、工事の円滑な施工と品
質の向上を期待できるというメリットがあるためです。

1

前払金保証のメリット！

「前払金保証」を付すことにより、社会福祉法人は施工業者の責めに帰すべき事由により工事請
負契約を解除した場合、保証証書に記載された保証金額を限度として、過払額（前払金額と出
来高との差額）の弁済を保証事業会社から受けることができ、過払いとなるリスクを払拭する
ことができます。

国や地方公共団体等が前払金を支払う場合には「公共工事の前払金保証事業に関する法律」（昭和27年法律第184号）の
規定に基づき、国土交通大臣の登録を受けた保証事業会社の「前払金保証」を必ず付すこととされています。

社会福祉法人が国や地方公共団体から補助金を受けて施設整備を行なう場合も、前記
法律にいう公共工事に該当し、保証事業会社の「前払金保証」が可能であり、請負者
に前払金を支払う場合は、本保証制度の活用が有益です。

2

前払金保証のしくみ3

社会福祉法人 支　払（40）

前払金（40）

残契約代金（60）

施 工 業 者

契約金額（100）

保証なしで支払って
大丈夫？

保証事業会社 免　責（20） 保証金（20）

支払済（20） 過払額（20） 残契約代金（60）

出来高（20） 前払金（20） 残契約代金（60）

社会福祉法人

施工業者
倒産
施工業者
倒産

（前払金保証）（40）

◎弁済あり

×返還は困難

① 保証申込み＆保証料支払
② 保証証書発行
③ 前払金請求（保証証書添付）
④ 前払金支払

⑤ 保証金請求
⑥ 保証金支払

（弁済発生時）

社会福祉法人 施工業者

保証会社

3

2 1
4

5

6

保証付きなら安心！

東日本建設業保証（株） 福井支店　TEL：0776-21-8686本制度についてのお問合せは


